
2025年大阪・関西万博の機運醸成を目的とした
図柄入り原動機付自転車用ナンバープレートの作製について

１ 作製対象車種

原動機付自転車（以下｢原付｣という｡）50cc、90cc、125cc、ミニカーの
４種類とする。

車種
原付 小型特殊

自動車
50cc 90cc 125cc ミニカー

下地色 白色 黄色 桃色 青色 緑色

年間発行数 11,000枚 800枚 8,000枚 550枚 800枚

市内登録台数 68,000台 4,800台 32,000台 2,000台 6,700台

＜本市が発行するナンバープレート一覧＞

２ 交付方法等

(１)交付方法

交付対象 交付方法

新規取得者 現行ナンバープレートとの選択制

既取得者 現行ナンバープレートから１回限り無料で交換可能

令和４年８月26日
財政局税務部課税課

(３)手数料

選定
理由

･原付50ccと125ccの年間発行枚数が多いため、大きな効果が望める。
･原付50ccと125ccと同車種の90ccとミニカーも併せて作製対象とす
る。

2025年大阪・関西万博の機運醸成が目的であるため、広く市民の方が取

得できるよう無料とする。

交付対象者への記念品の取扱いについては、検討中（別紙のとおり）。

(２)記念品対応



自賠責
シール

４ デザイン

５ 今後のスケジュール

３ 作製枚数

・合計8,300枚 (内訳は下表のとおり)。

・導入済指定都市(11市)での図柄入りナンバープレートの平均交付割合を
参考に、１年間分（本市の年間発行数×４割）の枚数として算出。

・追加作製は、交付状況をみて検討。

車種 50cc 90cc 125cc ミニカー 合計

作製枚数 4,400枚 400枚 3,200枚 300枚 8,300枚

【50cc(白色)】 【90cc(黄色)】

工程 スケジュール

デザイン確定 令和４年８月末

デザイン等発表 令和４年９月(市長定例会見による発表を予定)

標識作製
令和４年９月～令和５年２月
入札準備～業者決定(２か月)、標識作製～納品(４か月)

交付
令和５年３月上旬～作製分が無くなるまで

(ただし、最長でも万博会期終了日まで)

●実寸大は別添参照

自賠責
シール

自賠責
シール

自賠責
シール

令和４年８月26日
財政局税務部課税課

(案１)「万博ロゴ」を付したもの

(案２)「ミャクミャク」を付したもの
((公社)2025年日本国際博覧会協会と協議中)

【125cc(桃色)】 【ミニカー(青色)】



自賠責
シール

大阪市１

【50cc(白色)】

デザイン案１

１

200mm

100mm



自賠責
シール

大阪市６

【90cc(黄色)】

２

デザイン案１



自賠責
シール

大阪市７

【125cc(桃色)】

３

デザイン案１



自賠責
シール

大阪市８

【ミニカー(青色)】

４

デザイン案１



大阪市１

【50cc(白色)】

デザイン案２

１

自賠責
シール



大阪市６

【90cc(黄色)】

デザイン案２

２

自賠責
シール



大阪市７

【125cc(桃色)】

デザイン案２

３

自賠責
シール



大阪市８

【ミニカー(青色)】

デザイン案２

４

自賠責
シール



別紙

・ 図柄入りナンバープレートを取得された記念としてお渡しする。

・

キーホルダー

・標識交付の際、図柄入りナンバープレートを希望された方に、キー

ホルダーをお渡しする。

※　ナンバープレート型で、番号統一（2025）したものを想定

・原付用ナンバープレートは課税標識であり、廃車後、返却を必要と

しているため、ナンバープレートの代替品として配付。

・記念品として全員に配付することができる。

・キーホルダーについても、機運醸成のツールとしての役割が果たせ

る。

・万博ロゴマークを使用し、収入等を得る行為は認められていない(無

償配付)。

・ミャクミャクの使用については、権利関係の調整が必要。

□　記念品の取扱いについて（検討案）

交付

方法

メリット

課題

記念品があることで図柄入りナンバープレートの取得率を向上させ、さらな

る機運醸成に繋げる。


